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フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
t

ン

統
計
事
に
於
け
る
蒋
来
の
領
域
・
・
・
・
コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
・
司
法
墜
博
士
神
戸
正
雄

南
浦
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
・
-
-
-
器
製
博
士
、
汐
見
三
郎

祖
税
滞
納
の
統
計
的
観
察
・
・
・
・
経
一
焼
事
土
中
川
典
之
助

哨
械
に
よ
る
帯
別
出
虫
出
ナ

a

刷
守
伽
刷
式
部
榊
士
一
向
田
川
川
崎

一一時
M

農
村
人
口
及
農
村
状
想
論
一
推
算
・
型
車
博
士
本
庄
柴
治
郎

園
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
鵠
謬
・
経
済
島
市
土
岡
崎
文
規

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
関
々
係
・
・
経
済
問
学
士
谷
口
吉
彦

米
穀
の
需
要
に
耽
い
て
・
・
・
・
・
緩
ん
ま

Z
八
木
芳
之
助

統
計
事
の
課
題
託
景
気
盛
動
の
研
究
純
一
堂
平
士
崎
川
虎
つ
一

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
愛
動
藻
測
論
・
・
経
済
畢
士
松
岡
孝
児

金
融
統
計
特
に
遁
貨
崎
計
に
就
い
て
・
経
営
辛
士
中
谷
賢

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
経
由
持
率
士
盆
田
鵡
雄

保
喰
さ
統
計
及
統
計
事
・
・
・
・
・
経
章
博
士
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
三
統
計
の
比
較
・
・
・
・
法
撃
博
士
財
部
静
治

備
前
倒
開
制
記
念
講
演
舎
及
統
計
園
書
展
覧
曾
記
事

同
統
計
闘
書
展
覧
曾
出
品
目
録

語

第
十
九
回
盟
探

続
計
協
禽
審
議

記

怠

特

輯

鵠

瞳

載



正
米
相
場

ご
期
米
相
場

ご
の
相
關

舟
係

谷

口

吉

彦

目
沁

一
、
問
題

の
嚢

二
、
材
料
お
よ
び
方
法

三
、
當
限
相
場

と
正
米
相
場

1

..
一

四
、
中
限
相
場

と
正
米
相
場

五
、
先
限
相
場

と
正
米
相
場

六

、
結

論

掴、
、

問

題

の

意

義

冷

日

の
如

き
米
償

の
暴
落

に
際

し

て

は

、

一
部

の
投

機
業

者

の
責

崩

し

に
封

ず

る
非
難

が
農
村

生
産

者

の
側

か

ら

お
こ

る

ご
同
時

に
、
米
慣

暴
騰

の
場

合

に
は
、

一
部

投
機
業

者

の
買

占

め
に
罰

す

る

非
難

が

都
市

消
費

者

の
側

か
ら

お

こ

る

の

は
、

常

に
見

る
ざ

こ
ろ

で
あ

る
。

か

、
か
非

難

の
常

香

は
姑

く
別

ぜ
し

て
、
か

く

の
如

き

考

へ
の
前

提

に
は
、

少

く

こ
も
取
引

所

に
お
け

る
期

米

相
場

ご
、
現
物

市

場

に

お
け

る
正
米
相

場

ε
の
間

に
、
密

接

な

る
相

關

々
係

の
存
す

る

こ
ご
を
豫

想
す

る
も

の

で
あ

る
。

こ
の
豫

想
は
す

で

に
永

き
間

の
経
験

の
結

果

ビ
し

て

、
世

人

こ
ざ

に
關
係

業

者

の
間

に

い
だ

か

れ
て

み

る
所

で
あ

る
が
、
併

し
そ

の

相
關

々
係

が
如

何
な

る
程
度

に

存
す

る
か

に

つ
い
て
は

、
か

～
る
常
識

の
説

明

し

え

ざ

る
所

で
あ

る
。

こ
の
小
論

は
即

ち

か

、
る
常
識

の
果
し

て

正

し

い
も

の
か

ご
う

か
P

ま

た
正

し

い
こ
す

れ

ば

、
如

何
な

る
程
度

の
相

關

々
係

が
雨
着

の
間

に
存

す

る
か
を

、

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
關
々
係

山

第
三
十
二
巻

一
二
三

第
}
號

一
二
三



正
米
相
場
と
期
米
柑
場
と
の
相
関
h

係

第
三
十
二
巻

四

第
一
披

同

敷
量
的
に
決
定
せ
ん
さ
す
る
一
の
試
み
で
あ
る
。

一
般
に
取
引
所
の
重
要
な
る
一
の
機
能
は
、
『
公
定
相
場
』
を
決
定
し
費
表
す
る
に
あ
る
。
然
し
乍
ら
公
定
相
場

カ王、

公
定
相
場
ぎ
し
て
む
鰹
梼
的
意
義
伝
も
も
う
る
た
め
に
は
、

種
h

吋
の
性
質
を
一
具
有
し
て
ぬ
な
け
れ
ば
な
ら

Sユ。
ぞ
の
第
一
は
公
定
相
場
の
標
準
性
で
あ
る
。
米
の
π
公
定
相
場
は
、

一
般
米
債
の
標
準
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ

れ
は
米
慣
の
描
潤
的
標
準
の
み
な
ら
や
、
こ
さ
に
そ
の
相
調
的
標
準
即
も
議
勤
の
標
準
さ
な
ら
ね
ば
な
ら
ね
。
而

し
て
公
定
相
場
が
か
、
る
標
準
性
を
有
す
る
か
否
か
は
、
ぞ
れ
が
一
般
米
債
さ
密
接
な
る
相
関
々
係
の
下
に
あ
る

か
否
か
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
@
何
ご
な
れ
ば
、

一
般
米
債
ご
無
閥
係
仁
動
く
一
公
定
相
場
な
ら
ば
、
ぞ
れ
は
な
ん

ら
前
者
の
標
準
ぜ
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
車
な
る
標
準
を
示
す

rげ
な
ら
ば
、
必
や
し
も
取
引
所

の
一
公
定
相
場
を
必
要
ご
せ
や
、
各
種
の
商
品
債
格
か
ら
物
債
指
数
を
作
っ
て
物
債
の
標
準
高
債
平
準
)
を
求
め
る
ご

同
様
に
、
各
地
各
種
の
米
債
を
綜
合
し
て
米
債
標
準
を
求
め
る
こ
さ
も
で
き
る
。
従
っ
て
一
公
定
相
場
の
経
済
的
機

能
は
、
車
な
る
標
準
性

ι止
ま
る
も
の
む
は
あ
り
え
な
い
。

••• 

第
二
は
公
定
相
場
の
指
導
性
で
あ
る
。
米
の
公
定
相
場
は
、

一
般
米
債
の
標
準
さ
な
る
の
み
な
ら
守
、
之
を
指

導
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
黙
に
お
い
て
一
公
定
相
場
さ
米
債
さ
の
関
係
は
、
物
債
指
数
守
」
商
品
債
格

さ
の
閥
係
さ
異
る
。
物
債
指
数
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
詩
型
動
は
佃
々
の
商
品
債
格
の
襲
動
の
結
果
ざ
し
て
、
時
間
的



に
は
同

時

に
菱

動

し
、

そ

の
間

に
前
後

関
係

は
な

い
。
然

る

に
公

定
相

場

が
経
済

的

機
能

を

果
す

た

め
に
は

、

一

般

米
償

よ
り

も

一
歩

を

先

ん

じ

て
攣

動

し

、

こ
れ
を
指
導

す

る

で
な

け
れ

ば
な
ら

澱
。
然

ら
ざ

れ

ば
輩

な

る
米
償

標

準

ま

把
は
米

僧
…指
輪
琳
で
こ
ご
足

b

る
わ
け

で
あ

る
。

期

米
相

場

が
果
し

て

こ
の
指

導
性

を

有
す

る
か
を

見

る
に
は

、
期

米
相
場

ざ
正
米
相

場

ε
の
何

れ

が
先

き

に
憂

動

し
何

れ

が
後

れ

て
憂

動

ず

る
か

の
前

後
關
係

を

ま

つ
決

定

せ
ね
ば

な
ら

漁
。
そ

の
だ

め

に
は
後

に
述

ぶ
る
が
如

く

、
爾

者
を

前
後

に

一
つ
み
＼

す

ら

し

て
、
そ

の
各

々
の
相

關

々
係

を
測

定
す

れ
ば

よ

い
。
即

ち
公

定
相
場

の
指

導
性

も
ま

た

、
わ

れ
/

、
の
問
題

こ
す

る
相

關

々
係

の
決

定

に
よ

つ
で
、判
定

す

る
こ

ビ
が

で
き

る
。
然

し
乍

ら
公

定
相

場

の
指
導

性

が
或

る
程
度

に
認

め
ら
れ

π

こ
し

て
も

、
そ

の
指
導

が

果
し

て
正

し
く
指
導

さ
れ

つ
、
あ

る
か

ご
う

か
,
・
換
言

せ
ば
米

の
需

給
を

公

正

に
反

映

す

る
方

向

へ
指
導

し

つ

、
あ

る
か
ご

う

か
2

こ
れ

が
最

後

の
周

題

ご
し

て
獲

る
。
從

っ
て

、　

　

　

第

三

に
公
定

相

場

の
豫

見
性

が
要

求

さ
れ

る
。
期

米

相
場

こ
ど

に
そ

の
先
限

相
場

は

、
米
償

の
將
來

に
封

ず

る

豫

見
性

を

有

す

る
で
な

け

れ
ば

、
公
定

相

場

こ
し

て

の
機
能

は
十

分

で
な

い
。
豫
見

性

は
勿

論

ま

へ
の
指
導

性

ご

關
嚇

す

る
。
指

導
性

は

時

々
刻

々
の
豫
見

性

で
あ
り

、
豫

見
性

は
多
少
將

來

に
わ
把

る
指

導
性

ε

も
見

ら
れ

る
。

た

穿
現
實

に
は

日

々
の
受

動
を

指
導

す

る
も

の

こ
、
少

く

マ」
も
激

ヶ
月

さ
き

の
鍵
動

を
豫

示
す

る
も
の

ご
は
医

別

さ
れ

う

る
。
而

し

て
公

定

相
場

の
豫

見
性

も
ま
北

、

こ

、
に
問

題

こ
す

る
相
關

々
係

に
よ

っ
て
見

る
こ

ε
が
出
来

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
闇
々
孫

弟
三
十
二
巻

一
二
五

第

一
號

=
一五

」

O



●

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
棺
閑

々
係

第
三
十
二
管

一
二
六

第

一
號

一
二
六

る

。
後

に
述

ぶ

る

が
如

く

、

例

へ
ば

現

在

に

お

い

て

二

ヶ
月

さ

き

の

米

櫃

を
豫

示

す

る
先

限

相

場

ε

、

二

ヶ
丹

後

に

お

い
て

現

實

に
現

は

れ

て

く

る
米

債

こ

の

間

に

、
如

何

な

る
程

度

の
相

關

々
係

あ

る

か

を

見

る

が
如

き

こ

れ

で

あ

る

。

以

上

公

定

相

場

の
標

準

性

ご

指

導

性

ご
豫

見

性

ご

は

、
公

定

相

場

が

そ

の

経

濟

的

意

義

を

有

し

う

る

た

め

に

、

具

有

せ

ね

ば

な

ら

粛

ご
考

へ
ら

る

、
條

件

で

あ

る
。

公

定

相

場

は

な

ほ

こ

の
外

に
.

か

、
る
慣

格

的

作

用

の
外

に

監

D
薄

金

を

凋

野

ず

る
数

量

拘

乍

羽

を

も

臼

ず

る

ジ

、

こ

D

こ

ご

ま
鞍

で

よ

爾

題

こ

し

㌻

、も

責

洛

内

乍

判

こ
彌

,憎ノ
(
・ホー一『
貞

6
=「一「
{
1
一

モ【コ'」
」一ピ

ィ

)

'
一

ノ
層

曽ノ

(

一

「5

・
セ
「

董」～

、'
ー

イ

オ

ピ

4

)

`
一

す

る
限

り

、

公

定

相

場

の
経

濟

的

意

義

は

、
從

っ
て

取

引

所

の
國

民

経

濟

的

意

義

は

、

こ

、

に
問

題

こ

す

る
相

關

々
係

を

決

定

す

る

こ

ご

に
よ

っ

て

、

成

る
程

度

ま

で
確

定

し

う

る

こ

ご

＼
信

ず

る
。

二

、

材

料

お

よ

び

方

法

正

米

相

場

ご
期

米

相

場

こ

の
關

係

を

明

ら

か

に

せ

ん

こ

し

把

研

究

は

、

こ

れ

ま

で

に
も

無

い

で
は

な

い
。

河

田

博
士

の
研
究
覧
土
方
博
士
の
研
究
げ
如
き
は
、
.何
れ
も
そ
れ
ぐ

に
重
要
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
併
し
こ
の
小

論
は

、

そ

の
材

料

ご
方
法

に

お

い
て

、
必
ず

し

も
從

來

の
研
究

ご

一
致

す

る
も

の

で
な

い
。

以
下

こ

の
鮎

に

つ
き

一
言

す

る
。

地

域

わ
が
國

に
お
け

る
米

の
三
大

消
費

地

に
し

て
且

つ
三
大

取

引
所

の
所

在
地

た

る
東
京

、
大

阪

、
京

都

の
三

河 田嗣郎博士著,穀 慣の研究(大 正 六年)二 三五 頁以下1)
土方成美博士著,2)H本 経濟研究(昭 和三年)上 借 五九一 六二頁



偽

都
市
に
つ
き
、
そ
れ
ぐ

別
々
に
類
似
の
材
料
に
同
じ
方
法
を
施
し
て
、
そ
の
間
に
共
通
の
相
闇
々
係
が
あ
る
か

ま
把

は
何
等

か

の
地
方

的
特
色

を

登
見

し
う

る
か
を

も
知
ら

ん

ご
す

る
。

時
期

大

正
十

年

一
月
以
後

昭
和

五
年
七

月

に
至

る
十

年
間

(
=

五
ヶ
月
)
を

ご

る
。

大

正
十

年
以
後

に
制

限

し
た

理
由

は

、
第

一
に

、
戦

時

お
よ
び
職
後

の
物
償

暴

騰

か
ら

延

い
て
大

正
九

年
三

月

の
恐
慌

に
よ

る
影
響

を
避

け

る
泥

め

ご
、
第
.二

に
、
米
穀

法

の
適
用

が
大

正
十

年

四

月

に
始

ま

っ
た

た

め
ご
、
第

三

に
、

こ
の
十

年
間

に
米

も

憤

は

ほ

ゴ

一
回

の
循

環
運

動

を
な

し

て
み

る
ご
考

へ
ら

れ
る
か
ら

、
少

く

ビ
も

こ
の
年
を

も

つ
て

一
時
期
を

劃
す

る

こ
ご
は

.
理
由

あ

る

こ
ご

、
思

は

郷
党

か
ら

で
あ

る
。
從

っ
て

こ
の
研
究

は

,
大

艦

に
お

い
で
載

後

の
不

況
期

に
あ

っ
て
、
米
穀

法
適
用

の
下

に
お
け

る
米
慣

に
關

す

る
も

の

で
あ

る
。

正
米
相
場

即
ち
玄
米
卸
費
相
場
は
、
卸
責
市
場
の
状
態
が
各
都
市
に
よ
っ
て
異

る
こ
こ
ろ
か
ら
、
お
の
く

そ

の
成

立
事

情

を
異

に
す

る
。
東

京

市

の
正
米

相

場

こ
し

て
利

用

し
た
深

川

正
米
標

準
相

場

は

、
深

川
廻

米
問

屋

組

合

の
登

表

す

る
も
の

で
あ

る
。
今

こ
の
正
米

標
準

相

場

が
如

何

に
し

て
決
定

さ

る

、
か
を
見

る

に
、
ま

つ
深
川

正

米
市

場

に

お

い
て
毎

日
午
前

中

に
、
個

々
の
町

屋

に
お

い
て
相
劃
責

買

さ

る

、
償

格

・
銘

柄

・数

量
等

を
す

べ
て

組

合

に
屈

け
出

で
し

め

る
,
從

っ
て
そ

の

日

の
前

場
期

米
相

場

の
気

配

は

、
こ
の
憤

格

の
中

に
織
込

ま

れ
て

み

る
。

組

合

の
市

場
係

は

こ
の
届

出

で
に

も

ざ

づ
き

、
更

に
組

合

か
ら

選
出

さ
れ

た
⊥
ハ
名

の

正
米
問

屋

の
意

見

を

き

い
て

そ

の
日

の
標

準
相

場
を

上
米

・中

米
・
下
米

の
別

に
決
定

す

る
。

こ

の
場

合

に
如
何

な

る
銘
柄

を

ご
る
か

.
ま

柁
等

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
關
々
係

第
三
十
二
巻

=
一
七

第

一
號

一
一.】七

●

3)拙 稿1来 の卸 賓 相 場 と小 費 相 場 との関 係(1脛 濟 論叢XXX][,51'・8・ 一81)参 照



の

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
關
々
係

第
三
十
二
巻

一
二
八

第

一
號

一
二
八

級

の
医

別
を
如

何

に
す

る
か
は

.

豫

め
組
合

に

お

い
て
、

出

廻

米

の
代
表

銘

柄

お

よ
び
、そ

の
検
査

等
級

ご

正
米

上

.中

.下

米

こ

の
關
係

を
規
定

せ

る
も

の

に
擦

る
こ

ご

、
な

っ
て
み

る
.。

か

く

の
如

く
し

て
決

定

さ
れ

た

正
米
相

場

は
、
『
標

準

相

場
』
こ
し

て
組
合

の
登
行
す

る
『
東

京

米
報
』
に
日
々
螢

表

さ
れ

つ
、
あ

る
。

こ

、
に
利
用

し

た

の

よ
そ

D
や

D
#

聡
'旧
習
劾
D
目
・昏
々

で
bわ
る
Q

を

一
(
一

(

一

罰ノー列
国]「、
(
り
.ノ」
「■♂
唱
.ζ

一

大

阪

市

の
正
米

相
場

は
之

ご
異

り

、
そ

の
銘
柄

は

確
定

し

て
撮
津

赤

三
等

を

ご

る
。

こ
れ

は
取
引

所

の
標

準
米

ご

一
致

す

る
も

の
で

あ

る
。
そ

の
決
定

方

法

も
東

京

ご
は
多

少
異

り

、

現
在

で
は

ま

つ
正
米

部
取

引
員

中

よ

り
山ハ

名

の
正
米
中

直
段
査

定

委
員

を
委

嘱

し

、
之

に
取
引

所

の
調
査

課
長

を
加

へ
て
毎

月

一
日
、
十

一
日
、
二
十

一
日

の

三
回
査

定

會
議

を
開

き

、
そ

の

日
の
正
米

相

場
を

各
銘

柄

別

に
決
定

す

る
。

こ

の
間

に
お
け

る
毎

日
の
相

場

は

、

正
米

部
係

員

が
正

米

お
よ
び
期

米
市

場

の
気

配
を
盤

悔

し

て
各
銘

柄

に

つ
き
決

定

す

る

こ
ご

、
な

っ
て
み

る
。

こ

Y
に
利
用

し
た

の
は

、
そ

の
擶

津
赤

三
等

の
万

卒

均
相

場

で
あ

る
。

あ

ヘ

へ

京

都
市

の
正
米

市

場

は
、
大

阪

市

こ
ご

に
東
京

市

に
お
け

る
そ
れ

に
比

し

、
市

場

ご
七

て
は

よ
り
不

完
全

で
あ

ヘ

ヘ

ナむ

る
か
ら

、
從

っ
て
正

米
相

場

の
標

準
性

も

よ
り
少

い
。

こ

＼
で
利
用

し
把

の
は
三
傑

市

場

お
よ
び

七
條
市

場

の
各

一
正
米
商

よ
b
徴
し

た

日

々

の
相

場
を

、
各
別

に
月
牢
均

し

て
之

を

二
者

雫
均

せ

る
も

の

で
あ
り

、
京

都
府

穀

物

り

検
査
所
の
調
査

に
係
る
。
銘
柄
は
山
城
赤
三
等
を
ご
り
、
京
都
取
引
所
の
標
準
米
ご

一
致
せ
し
め
る
。

期
米
相
場

即
ち
取
引
所

の
清
算
米
相
場
こ
し
て
は
、
三
取
引
所

に
お
け
る
當
限
・中
限
・先
限

の
三

つ
に
つ
き

4)

5)

6)

7)

農林省農務局編纂,米 穀要覧(昭和五年四月)の数字により・最近の分 は『米

毅 謁 騎 晶 綴 音購 會編,米穀法燗 す。瀦 資料(昭和聯+月)
の数 字 に よ り、最 近 の分 は大 阪 堂 島米穀 取 引所 月報 に よる。

拙 稿,米 の卸 費 相場 と!』・責 相 場 との 關係(経 済 論 叢)XxXI,5・P・66-67)参 照
70-71.)参 罵言{同 上(P・拙 稿,



そ
の
李
均
相
場
を
ご
る
。

李
均
相
場
ざ
は
、

東
京

に
物
っ
て
は
前
場
入
管

お
よ
び

後
場
七
節
の
十
五
卸
.

大
阪

(堂
島
)
、に
あ

っ
て
は
前
場
十
節
お
よ
び
後
場
六
節
の
十
六
節
、
京
都
に
あ
っ
て
は
前
場
十

一
節

お
よ
び
後
場
七
節

の
+
八
節

に
お
け
る
各
節
相
場
の
日
皐

均
を

い
ふ
。
こ
・
で
は
そ
の
皐

均
を
ご
る
。
こ
の
　
ち
先
限
相
場
ま

た
は
當
限
相
場
緩

々
の
統
計
書
に
登
見
さ
る
・
聡

)
中
限
霧

は
叢

引
所
に
つ
い
て
得
る
の
外
な
い
・

こ
、

で
は

三
眠

こ
も
各

取
引

所

よ

り
直
接

に
得
た

材

料

に
よ

る
。

・

(
註
)
例

へ
餐

林
省
『
米
穀
統
計
』
お
よ
び
東
洋
経
済
新
羅

舅

治
歪

国
勢
糧

』
に
昼

限
と
先
限
相
場
毒

錐
・
・
大
馨

『
金
融
葺

塗

考
書
』
お
よ
覇

日
醤

肚
『
臼
森

濟
統
計
縫

』
に
は
、
先
限
相
場
を
探
華

・
。
潅

後
蒼

は
『
大
阪
正
米
相
場
月
裂

』
を
も
採
銘

し

て

み

る

。

方
法

以
上
三
種
の
期
米
相
場
三

種
の
正
米
相
場
を
各
都
市
に
つ
い
て
求
め
、
都
合
+

二
系
列

一
三
八
c
項

に
歯

し

て

、
先

づ
各

系
列

に

つ
き

、
十

二

ヶ
月

の
移

動

李
均

を
施

し

、
こ
の
移

動
準

均

か

ら

の
偏
倚

の
相
關
係

敷

を

算

出

す

る

の
方

法
を

と

っ
た

。
偏

倚

の
基

準

は

必
ず

し

も
移

動
李

均

た

る
を
要

し
な

い
が
、

こ

、
で
は
そ
れ

が
最

も
合
理
的
で
あ
b
且
つ
便
宜
で
あ
る
暑

へ
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
+
二
・
月
ぎ

る
・
芝

よ

つ
て
奮

霧

を

霞

目
風
口
貸
け。
す

ξ

、
ご
が

で
き

る
。
+

二

ヶ
艮

綬

)
の
移

動

平
均

を
求

む

る
に
は

、
二

つ
の
方

法

が
あ

る
』

は

例

へ
ば

一
月

よ
う

翌
年

一
月

に
至

る
十

三

ヶ
月

を

ε

り
、
爾
端

の
項

を

一
、

中

間
諸

項
を

二
こ
す

る

≦
、6

粛
茸

を
附

し

た

る
総
計

を

(団
×
一
一
)
+
(
一
x
卜⊃
)
打
トっ
A
で
除

し

た

る
商

を

も

つ
て
、

中

央
項

即

ち
七

月

の
移

動
李

均

値

こ

す

る
方

法

、
二
は

例

へ
ば

一
月

よ
り
十

二
月
ま

で
の
そ

の

ま

、
の
移

動

李
均
値

を
六

月

ε
七
丹

ビ

の
中

間

に

お
き

正
米
相
場
と
期
米
相
場

と

の
相
聞

々
孫

弟

三
十
二
巻

-
一
二
九

第

一
號

一
二
九

●



正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
關
々
係

第
三
十
二
巻

=
二
〇

第

一
號

=
二
〇

次

に
二

月

よ
り
翌

年

一
月

ま

で

の
そ

れ
を

七
月

ご
八
月

こ
の
中

間

に
お
き

、

こ

の
二

つ
の
移

働
李

均
値

の
李
均

を

も

つ
て
七
月

の
移

動
李

均
.値

ど
な

す

の
方

法

こ
れ

で
あ

る
。

こ

、
で
は
後

の
方

法

に
よ

っ
た

。

)
エ

こ
の
移
摯

均
か
ら
の
偏
倚
に
も
こ
づ
い
て
、
二
系
列
間
の
相
關
係
数
を
算
出
す
る
の
方
法
は
次
の
式
に
よ
る
。

ア

や

つ

へ

　

　
　
　
　

ヒロ

コ
ノ

ア
く

、
n
十

じ
ぐ

譜
。.

.
<

M取、
)
H

く

難

訓

こ
の
場
食

髪

び
ア
は
・
そ
れ
.ぐ

粟

列
の
癬

を
示
す
か
ら
・
前
式
中
の
く
薫

望

之

喰

は
そ
れ
ぐ

の
肇

偏
倚
で
あ
る
。
從
つ
蓋

開
係
警

、
↓
各
偏
倚
を
標
準
偏
倚
で
除
し
藩

を
二
系
列
の
そ

の
(

)

匹
ぐ

に
お
い
て
相
乗
し
、
そ
の
絡
計
を
項
敷
で
除
す
る
か
、
壬

素

列
の
偏
倚
の
そ
れ
ぐ

の
相
乗
を
絡
許
し

　

く

て

、
之

を
各

偏
倚

の
自

乗

の
総
計

を

二
者
相

乗

じ

て
開

い
把
根

で
除

す

る
か

の
方

法

に
よ

っ
て
算

出

遭d
れ

る
。

こ

、
で
は
後

の
方

法

に
よ

る

こ
ご

、
し

た

。

こ
の
方
法
に
よ

っ
て
前
後
關
係

(ピ
轟
)
を
見
る
に
は
、
二
系
列
の
偏
倚
を
そ
れ
ぐ

に

相
乗
す
る
場
合
に
、

必
要
な
る
だ
け
前
後

に
す
ら
し
て
相
乗
し
、
相
關
係
数
を
求
む
れ
ば
よ

い
。
但
し
こ
の
場
合
に
、
分
母
を
構
成
す

る
各
偏
倚
の
自
乗
の
総
計
も
ま
た
、
爾
端

場

捨
て
る
項
の
生
す
る
・
ご
か
ら
、
そ
れ
ぐ

欝

し
来
る
。
と
言

ぶ
ま

で
も
な

い
。

以
下

紙
面

の
都
合

に
よ
b
計
数

は
全

部
省

略

す

る
。

三
、
當
限
相
場
と
正
米
相
場

豊1聡 環 灘 養鯉i甥 釜総 覧 癬1叡li羅懸 ・∫1呈1認一鴇 参見質



當
限

相

場

は
當

月
末

に

お

い
て
受

渡

さ

る

べ
き

米

の
相
場

で
あ

る
か
ら

、
常

日
ま

π
は

翌

日
受
渡

を
條

件

こ
す

る
正

米
相

場

ど
は

、
そ

の
取

引
條

件

に

お

い
て
最

も
接
近

す

る
も

の
で
あ

る
。
而

し

て
正

米
相

場

は
圭

と
し

て
正

め

　

　

　

米
事

情

に
よ

っ
て
動

く
。
即

ち

一
産

地

出

廻

の
状

況
、

二
産

地
償

格

の
高
低

、
三
當
地

需

給

の
増
減

を

主

こ
し

て

(

!k

(

之

に
期

米

相
場

の
憂

動
を

斟
酌

す

る
も

の

で
あ

る
が
、
當

限

相
場

も
ま

彪
圭

ピ
し

て

こ
れ

ら

の

正
米
事

情

に
よ

っ

て
動

く

も

の

で

あ

る
。

こ
の

こ
ご

は
當
限

責

買

の
特

徴

か

ら
常
盤

に
推

断

さ
れ

る
。

第

一
に
當

限

責

買

を
な
す

も

の

＼
中

に
は

、
す

で

に
な

さ
れ
た
責

買

に
劃

す

る
轄
責

ま

た
は
買
戻

こ
し

て
消

極

吋

こ
驚

動

し
艇

る
も
ケ

～
、
断

℃

よ
憂

国ミ
ビ
し

τ
責

銀
白

こ
我
動

ナ

る
も

D

・
一'ど
↓。旧珂

ノ
う

5
・
町

皆

ま
七

三

ノ

確

一
1
一
口』
1

.蓼
'
」

(

、i

剴

司ノ
辛1
贈「聰」
ロ璽
'
一
1
冒
牙
ま

ゴ

し
匹
耳
ヨ

}

,

(

、(
、'己
嘔
支
一

.,

」辰
一一4
々

=
　
～
i

て

投
機

業
者

の
『
手

じ
ま

ひ
』
こ
し

て
な

さ
れ

、
ま

セ
は

正
米
業

者

の
保
険

繋

ぎ

の
解
除

こ
し

て
行

は
れ

る
が
、
何

れ

に
せ
よ

正

米
事
情

に
左

右

さ
れ

る

こ

ざ
が
最

も
強

い
。
即

ち

投
機

業

者

が
、
轄

責
ま

た

は
買

戻

に
よ

っ
て

『
手

じ

ま
ひ
』

す

べ
き

か

、
然

ら

す

し

て
現
實

に
米
を

受

渡
す

べ
き

か
を

決
定

す

る
理
論
的
根

慷

は

、
圭

こ
し

て
正

米

事

情

に
あ

る
ご
考

へ
ね

ば
な

ら

す

、

こ
の

こ
ε
か
ら

正
米
事

情

が
當
限

相

場

に
反
映

し

て

く

る
。
例

へ
ば
正
米
気

配

が
強

い
π

め

に
、
受

米
を

有

利

ご
し

渡
米

を
不

利

こ
す

る
事

情

が
現

は
れ

る
時

は

、
轄
責

を
差

控

へ
て
受
来

せ

ん

こ
す

る
も

の
又

は
買
戻

し

を

急

い
で
渡

米
を

免

れ
ん

ピ
す

る
も

の

が
多

く
な

る
か
ら

、
當

限
相

場

は

上
ら
ざ

る

を

得
な

い
。
反

劃

に
ま
泥

、
正

米
事
情

が
弱

い
た

め

に
渡

米

を
有

利

ど
し

受
米
を

不

利

ε
す

る
時

は
、
買
戻

し
を

差

控

へ
て
渡

米

せ
ん

こ
し
叉

は

轄
責

を
急

い
で
受

米

を

免
れ

ん
こ
す

る
も

の
が
多

く
な

る
か
ら

、
當
限

相

場
は
下

正
米
相
場
と
期
米
相
場

と
の
相
關

々
係

第

三
十
二
巻

=
一二

第

一
號

=
二
一

・)拙 稿,前 掲 論 文(P・70)参 照



正
米
相
場
と
期
米
相
場
と

の
相
關

々
係

.

第

三
十
二
巻

=
二
二

第

一
號

=
二
二

ら
ざ

る
を
得

な

い
。

第

二

に
當

限
責

買

に
新

た
な
積

極

的
出
動

を

な
す

も

の
は

、
普

通

の
場

合

に
は
主

こ
し
て

正
米
業

者

で
あ
り

、

且

つ
そ

れ
は
主

こ
し

て
現
物

の
受
渡

を

日
的

こ
す

る
。

例

へ
ば
産

地

に
正

米

を
買
付

け

て
取
引

所

に
渡

す
場

合

、

ま
だ

は

取
引

所

に
買
付

け

て
當
用

米

に
充

當
す

る
場
合

こ
れ

で

あ

る
。

何
れ

の
場
合

で

も
正
米
事

情

が
當

限
相

場

に
反
映

す

る

こ

ご
に
は
相

違

な

い
。

即

ち

正
米

気

配

が
却

っ
て
強

い
時

に
は

、
取

引
所

へ
の
買

付

け
を
増

す

か
ら

當
限

相

場

ば

上
り

.
正
米

気

配

の
弱

い
時

に
は

.
現
物

セ
四最
付

げ

て
取

引
中

に
責

付

け

る
か
、
ρ
、
當
限

相

場
は
T

る

こ
ご

、
な

る
。

炉

く
の
如

く

し

て
當

限

相
場

は

そ

の
性

質

上

か
ら

、
主

こ
し

て
正
米
事

情

に
よ

っ
て
動

か

さ
る

、
こ
ご
強

く
、

從

っ
て
ま

把
同

じ
く
正
米

事
情

を

主

こ
し

て
動

く

正
米

相
場

ご

の
間

に
は

、
密

接
な

る
關

係

①
存

す

べ
き

こ
ビ
も

豫

想

さ
れ

る
。

い
ま
三

都
市

の
計

数

に

つ
き
別

々

に
、
同

じ
月

の
當
限

相

場

ご
正
米

相
場

ご
を

相
閉

せ
し

め
て
、

・
ぐ

罪

聡

　

各
々
の
相
關
係
数
を
算
出
す
れ
ば
、
次
の
如
き
藁

を
得
る
.

東

京

、

陛

ρ
。。
ヨ

大

阪

、

11

0
・刈
。。
刈

京

都

、

隠

9
謡

㊤

之

に

よ

り

て

見

る
時

は

、

三

都

市

を

題

じ

て

雨

者

の

相

関

々
係

は

可

競

り

に
高

い
。

そ

の

う
東

京

市

に
關

す

る

も

の
は
最

も
高

く

、
大

阪

お
よ
び
京

郡
市

の
も
の
は

略

々
相
接

近

し

て

み

る
。

こ

＼
で
わ

れ
一

は
三

都
市

に
通

す
る
相
関
々
係
の

一
般
性
を
認

め
う
る
ご
共
に
、
ま
だ
多
少
の
地
方
的
特
殊
性
を
も
登
見
す

る
。
把

Ψ
何
故
に
開



西
市
場
が
關
東
市
場
に
比
し
相
關
程
度

が
低
い
か
は
、
今
之
を
明
か
に
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
。
恐
ら

く
正
米
市

場
の
組
織
の
相
違
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
い
か
ご
も
考

へ
ら
れ
る
。

こ
の
相
關
係
敷
は
最
初
に
述

べ
π
る
公
定
相
場
の
標
準
性
に
關
税
す
る
。
帥
ち
こ
の
係
敷
は
直
ち
に
公
定
相
場

の
相
樹
的
標
準
性
を
示
す
係
敷

ご
見
る
こ
ご
が
出
家

る
。
從

っ
て
三
都
市
當
限
相
場
が
正
米
相
場
に
謝
し
て
此
の

如
き
程
度
の
相
關

々
係
に
あ
る
こ
ご
は
即
ち
,
公
定
相
場
の
標
準
性

に
關
す
る
限
り
、
取
引
所
の
祀
會
的
機
能
を

實
議
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
れ
く

は
さ
き
に
京
都
市
に
お
け
る
米
の
卸
責
相
場
ご
小
責
相
場
こ
の
相
關
々
係
を
研
究
し
て
、
N
"
O
・・⊃
O
⑰

の
簸

を
得
た
。
・
れ
比

す
れ
薯

の
簸

は
や
底

い
。
・
れ
は
二
つ
の
關
係
の
性
質
上
よ
り
来
る
蒸

の

結
暑

も
考

へ
ら
れ
・
。
卸
頁
相
場
ご
小
幕

場
あ

關
係
は
言
は

蓋

系
關
係

に
あ
る
長

し
・
正
米
相
場
ご
.

當

限

相

場

ざ
は
圭

ご
し

て
傍

系

關
係

に
あ

る
か
ら

で
あ

る
。

.

正
米

相
場

ご
當

限

相
場

ご
は
、

何

れ

が
先

き

に
受
動

し
何

れ

が
後

ち

に
礎

動
ず

る
か
、
ま

だ

は
何

れ

が
指
導

し

何

れ

が
指
導

さ
る

、
か

は
、
當
業

者

の
経

駿

に
よ

る
常

識

に

お

い
て

も
明
確

で
な

い
。

た

Ψ
時

に
よ
り

て

正
米
事

情

が
強

く
期

米

相

場
を
左

右

す

る

こ
ご
は
経
駿

す

る

が
,、
併

し

こ
の
場

合

で
も
、
そ

の
正
米
事

情

が
先

づ
期
米

相

場

に
現

は
れ

・。
か

、
ま

だ
は

先

づ
正
米
相

場

に
現

は

る

・
か
は
明

ら

か

で
な

い
。
況

ん
や

一
般

的

に
雨
着

の
前
後

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
闇
々
係

第
三
+
二
倦

=
二
三

第

一
號

=
一一三

2)拙 稿,前 掲 論文(P・82-85)参 照



正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
聞
々
係

第
三
+
二
巻

=
二
四

第

一
號

=
二
四

關
係
を

決

定
す

る

が
如

き

は

、
常
識

の
及

ば

ざ

る
所

で
あ

ら

う
。

こ

～
で
は

こ
の
前
後

關
係

を
決

定
す

る
セ

め
に

正
.米

相

場
を

一
ヶ
月

づ
～
前
後

に
す
ら

し

て

、
當
限

相
.場

ビ
相
關

せ
し
.む

る
の
方
法

を

ご

つ
把

。

例

へ
ば

一
ヶ
月

づ

、
進

ま

せ
る
場
合

は
レ
正

米
相

場

の
二
月

の
相

場
を
當

限

相

場

の

一
月

の
そ
れ

ざ
相
關

せ
し

め
る
。
ム
ー
も

し
實

際

に
取

引
所

の
當

限

相
場

が
正
米

相
場

に
比

し

一
ケ
月
だ

け
先

走

る
も

の
な
ら

ば

、
相

關
係

数

は
右

の
場

合

に
最

大

ざ
な

る

で
あ
ら

う

。
反
樹

に
ま

把
正
米

相
場

が

一
ケ
月

先
走

る
も

の
な
ら

ば

、
正
米

相
場

を

一
ヶ
月
後

ら

せ
た

場
合

の
係

数

が
最
大

ε
な

る

べ
潅

筈

で

め
る
。

い
ま

三
都
布

に

つ
き
別

身
に

計

算

せ

る
結

果

は

次

の
如

ぞ
、
で
め

る

。

大
阪
市一

塞
.泉
市一 一

京
都
市一

正
米

相
場

を

一
ケ
月

づ

L
進
ま

せ
た
係
数

:
一
…

同
月

・
相
屡

・…

…

・・…

…

…
…

・…

嚇

正
米
相

場

を

一
ケ
月

づ

工
後

ら
せ

た
係

数
…

…

正
米

相
場

を

】
ヶ
月

づ

盈
進

ま
せ
た
係
歎

…
…

87

同

月

の

相

關

係

数

.

.

.

.

.
…

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
…

.

.

.

.

.
…

.

.

.

.

.

.
"

正
米
相
場
を

一
ケ
月

づ
工
後
ら
せ
た
係
数
…

粟

相

場

、

一

ケ

月

づ

工

進

喜

た

鍍

,…

髭

.
,

.

男

の

相

關

鍍

...

..

.

..

..,

.

..

..

....

.

.,.
・
,・
-

-

備

正
米

相
場

を

一
ケ
月

づ

玉
後

ら

せ
た
係

敷

...

_0 .含85

0.004

0.ブ520.4380,プ100.6070.708
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こ
の
結
果
に
よ
っ
て
認
め
ら
る
、
こ
さ
は
、
三
都
市
を
通
じ
て
、
↑
同
月
の
相
関
係
敷
は
最
大
で
あ
り
、
に
正

米
相
場
を
一
ヶ
月
進
ま
せ
た
係
数
は
之
に
究
い
で
略
々
接
近
し
、
三
正
米
相
場
を
一
ヶ
月
後
ら
せ
セ
係
敷
は
念
に

低
下
し
て
前
二
者
よ

h
も
低
〈
、
四
一
ヶ
月
。
っ
、
進
ま
せ
允
係
数
は
一
ヶ
月
づ
、
後
ら
せ
允
そ
れ
に
比
し
常
に
低

い
こ
さ
で
ゐ
る
。
こ
の
結
果
に
よ
っ
て
、
嘗
限
相
場
の
先
行
的
傾
向
は
一
般
的
に
確
定
さ
れ
る
。
た
Y
ぞ
れ
が
必

令
し
も
一
ヶ
月
の
先
走
り
危
な
す
も
の
で
な
い
こ
守
」
は
、
同
月
の
係
敷
が
却
っ
て
最
大
で
あ
る
こ
古
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
が
、
併
し
一
ヶ
月
後
ら
せ
ね
係
数
じ
比
し
て
、
蓮
か
に
高
い
係
敷
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、
即
も
正
米
相
場

一
か
先
走
る
よ
り
も
、
前
限
相
場
の
先
走
ら
傾
向
山
方
が
塩
川
に
川
明
日
こ
ご
を
憤
日
濯
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
最
初
に
論
じ
允
公
定
相
場
の
指
毒
性
じ
関
聯
す
る
。
今
も
し
こ
れ
さ
反
封
の
結
果
が
得
ら
れ
て
、

正
米
相
場
が
却
っ
て
貫
際
じ
先
走
っ
て
ゐ
る
こ
ご
が
質
誼
さ
れ
允
ご
す
れ
ば
、
公
定
相
場
の
経
梼
的
意
義
は
、
米

債
指
数
い
し
も
劣
h
J
、
取
引
所
の
祉
合
的
機
能
は
甚
だ
し

t
疑
は
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
然
る
に
事
責
は
右
の
結
果
の

質
聾
す
る
如
く
、
営
限
相
場
の
先
行
的
傾
向
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
従
っ
て
或
程
度
に
そ
の
指
導
性
を
有
し
う

る
吠
態
仁
あ
る
。

目
、
中
限
相
場
と
正
米
相
場

中
限
相
場
は
来
月
末
仁
、
お
い
て
受
渡
ち
る
べ
き
米
の
相
場
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
正
米
事
情
に
よ
っ
て
動
か
さ

る
、
こ
さ
は
、
営
限
相
場
の
如
〈
著
し
か
ら
?
、
む
し
ろ
勝
来
の
正
米
事
情
を
反
映
す
る
も
の
さ
考
へ
ち
れ
る
。

正
米
相
場
と
期
米
相
場
k
D
相
関
h

係

第
三
十
二
巻

一
三
五

第一一務

一
三
瓦



正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
聞

々
係

第
三
十
二
巻

=
二
六

第

一
號

=
二
六

併
し
乍
ら
現
實
に
中
限
責
買
を
な
す
も
の
は
、
米
の
將
來
を
豫
恕
し
て
新
た
な
積
極
的
出
動
を
な
す
も
の
で
は
な

一
、
寧
ろ
圭
こ
し
て
既
に
な
し
た
る
責
買
を
庭
直
す
る
た
め
に
、
即
ち
轄
費
ま
た
は
買
戻
に
よ
っ
て
相
殺
す
る
か

或
は
先
物

へ
の
乗
換

へ
を
な
す
た
め
に
、
消
極
的
に
行
は
る
養

買
が
寺

を
占

め
る
。
響

な
れ
ば
漿

の
鍵

動
を
播

し
て
投
機
業
者
が
積
極
的
に
出
動
す
る
場
合
に
は
、
を

ひ
來
月
中
の
欝

を
豫
恕
す
る
場
合
で
も
・

中
限
よ
&

寧
ろ
先
限
を
利
用
し
、
大
を
も
つ
て
小
を
書

る
の
が
常
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
・
且

つ
ま
歪

米
業

者
が
受
渡
を
目
的
に
、
買
付
け
ま
蔭

責
込
み
を
な
す
ぼ

當
限
ほ
こ
債

利
で
な
い
・
こ
れ

ー-
の
理
由
に
よ
b

中
限
責
買
は
三
眠
の
う
ち
最
も
積
極
的
責
買
の
少
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
中
限
責
買
お
よ
び
中
限
相
場
の
比
較
的

に
重
要
視
さ
れ
ざ
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
責
買
春
の
個
人
的
意
思
の
如
何
に
拘
ら
す
、
そ
れ
ら
の
競
合
の
結

果
ご
し
て
現
は
る
、
中
限
相
場
は
、
當
限
よ
り
は
遠
き
將
來
の
、
先
限
よ
り
は
近
き
將
來

の
欝

を
豫
示
す
る
も

の

こ
考

へ
ら
れ

る
。
從

っ
て
そ

れ

は
常

に
當

先

の
中

間

を

行

く

で
あ
ら

う

二
ご
は
理

論
的

に
豫

怨
し
得

ら
れ

る
。

こ
の
鮎

を
確

か

め
ん

が
た

め
に
は

、
中

限

相

場

も
ま

た
之

を
全

く
無

視

す

る
こ
ご
は
出
来

な

い
。
左

に
前

ご
同

じ

方

法

に
よ

っ
て
算

出

し
え

た
結

果

に

つ
き
述

べ
る
。

先

づ
第

一
に
、

正
米
相
場

ご
中
限

相

場
を

同

じ
月

に
お

い
て
相
閲

せ
し

め
た
係

数

は

、
次

の
如

く

で
あ

る
。

京
東

、・
"

ρ
刈
起

大

阪

、

陛

O
.Σ

。。

京

都

・・、
門

9
諺

刈

帥

ち

三

都
市

の
係

数

は
ほ

響
接

近
し

、
何

れ

も
可
な

り

の
程
度

に
相

關

々
係

の
あ

る

こ
ご
を

示
す

。
然

し
乍

ら



之
を
當
限
相
場
の
場
合
ε
比
較
す
る
ご
き
は
、
三
都
市
ビ
略
に
、
相
關
程
度
は
稍
々
低

い
。
帥
ち
正
米
相
場
に
封

へ

へ

す

る
相
關
性

は

、
中

限

に

お
い
て
よ

り
も
當

限

に
お

い
て
よ

b
強

い
。
換

言

せ
ば
公

定

相
場

の
標

準
性

は

、
む
し

し

へ

ろ
當
限

相

場

に
お

い
て

よ
り

ょ

く
認

め
ら

れ

る
ご
言

は

ね

ば
な
ら

漁
。

第

二

に
、
中

限

相

場

は
果

し

て
米

債

の
將

來

を
豫

示

し

て

み

る
か
、
ま

セ
如

何
な

る
程
度

に
豫

示

し
て

み

る
か

を
見

る

泥

め

に
は

、
正
米

相
場

を

一
ヶ
月

づ

、
進

ま

せ

て
中

限

相

場

ご
相

關

せ
し

め
、
そ

の
係

敷

を
比
較

す
れ

ば

よ

い
。
今

も
し
軍

純

に
豫

想

さ

る

、
如

く
、
中
限

相

場

が

一
ヶ
月

先

き

の
米

櫃

を
豫

示
す

る
も

の
な

ら
ば

、
正
米
相

場

を

一
ケ
月
だ
け

進

め
て
、
例

へ
ば

一
月

の
中
限

に
二
月

の
正

米
を

相
關

せ
し

め
セ
場
合

に
、
係
敷

は
最

大

ざ
な

る

べ

き
筈

で
あ
ら
う

。
計
算

の
結

果

は

次

の
如

く

で
あ

る
。

な

ほ
念

の
た

め

に
正
米

を
後

ら

せ
た
場
合

を

も
計
算

し

た
。

…

…
割

正
米

を

一
ヶ
月

づ

ふ
進

ま

せ
た
係
藪

…
…

…
…

…
…

・…

「
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相
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八

第
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京都÷
　
購

い羅

　　一一一　一　
一「一一羅　

之

に
よ
b

て
見

れ
ば
中

限

相
場

も
ま

花
當
限

相
場

ご
同

じ
く

,
同

じ
月

に
お

い
て
係
数

は
最

大

で
あ

る
。
從

っ

て
軍

純

に
者
・
へ
て
中

限

相
場

は

一
ケ
月

さ
き

の
米
.償

を
最

も
よ

く
豫
示

す

る
も

の

ご
想
像

す

る
な

ら
ば

、

そ
れ

は

車

賃

で
な

い
。
併

し
乍

ら

こ

の

こ
こ
か

ら
直

ち

に
そ

の
豫
見
性

を
否
定

す

る

こ
ご
は
出
家

な

い
。
反
射

に
當
限

相

へ

へ

場

に
比
較

し

て

は
、
豫

見
性

の
よ

り
強

い
こ
ご
を
實

讃
し

て

み

る
。
何
故

か

ご

い
ふ

に
正
米

を

一
ヶ
月

だ
け
進

ま

せ
把
係

数

ご
同

月
係

数

の
相

違

は

、
當

限

相
場

の
そ

れ

に
比

し

て

小

さ
く
、

反
樹

に
正
米

を

一
ケ
月

だ

け
後

ら
せ

た
係

数

ご
同

月
係

数

ご
の
相
違

は

、
當
限

相

場

の
そ

れ

に
比
し

て
大

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。
ま

把

こ
れ

ら

の
結

果

が
右

の
係
数

に
現

は

る
＼
如

く

、
三

都
市

に
通

有
す

る

一
般
性

こ
し
て
認

め
う

る

こ
と
は
、

注
意

す

べ
き
事

實

で

あ
ら

う
。

五
、
先
限
相
場
と
正
米
相
場

先
限
責
買
は
三
眼
中
最
も
責
買
高
多
く
、
投
機
業
者
が
將
來
の
鍵
動
を
豫
想
し
て
積
極
的
に
出
動
す
る
の
は
、

そ
の
大
部
分
は
こ
の
先
限
市
場

で
あ
る
。
從

っ
て
先
限
相
場
は
最
も
よ
く
米
償
の
將
來
を
豫
示
す
る
も
の
ご
考

へ



ら

れ

て

る
る

が
、
併

し

こ
の
豫

見

性

が
實
際

に
如

何

な

る
程
度

に
實

現

さ
れ

つ

・
あ

る
か
は

、
時

の
前
後

に
よ

る

相

關
係
数

の

比
較

に
よ

っ
て

、
始

め

て
敷

量

的

に
確
定

さ
れ
得

る
所

で
あ

る
。
今

こ
れ

が
計

算

の
結

果
を

示

せ
ば

次

の
如

く

で
あ

る
。

左

回継

駈

落

議

一　　一一一一一喰

羅

……

戸

素

・

丁

月
ぞ

讐

建

係
数
…

・…
…

・-
・・釦

…

・曲
噌

…
∵

〔

(

'

.

ひ

ア

　
う

ヨ

け

け

、

正

米

を

一
ヶ

月

づ

工

進

ま

せ

た

係

轍

,..
,
…

.

.:

.
:
:

..・

.:
…

・:
:
50

49

一
23

00

h

」

一

睡

住

軌

一
α

住

u

.

大

阪

市

」
同

月

の

相

關

係

撒

・…

:
…

…

…

…

…

…

…

…

・
:
・:

…

・
・
調

}

し

9

1

四

け

.

ρ

正
米
・

一
・
月
づ

姦

・
芸

係
数

…

…

・…

…

ヒ
…

…

腰

一
一
…

"

京都市誰

錨
躍

譲

　一
一一
一
癒
品

甜癩

…

戸

正
米

を

一
ヶ
月

で

後

ら
せ

た
鍍

.…

「…

…

.…、
:
.…

加

恥

…

…

∴

α

α

h

"

"

"

　

是

に
由
り
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
先
限
相
場
は
必
ず
し
も
二
ヶ
月
先
き
の
米
慣
を
最
も
よ
く
豫
示
す
る
も
の
で

は
な
く
、
そ
れ
は
む
し
ろ
當
月
の
正
米
相
場
ご
最
も
深

い
相
闇

々
係
に
あ
る
。
こ
れ
は
吾

々
が
軍
純
に
陥
ら
ん
こ

す

る
豫
想
の
誤
謬
を
指
摘
す
る
事
實
ざ
し
て
、
注
意
す

べ
き
結
果
で
あ
ら
う
。

併
し
乍
ら
こ
の
結
果
は
必
ず
し
も
先
限
相
場
の
豫
見
性
を
全
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
さ
き
の
當
限
お
よ

び
中
限
相
場
の
場
合
ビ
比
較
し
て
、
右

の
係
歎
の
憂
化
す
る
状
態
を
観
察
す
る
時
は
、
先
限
相
場
は
前
の
二
者
よ

正
米
相
場

と
期
米
相
場

と
の
相
關
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係

第

三
十
二
巻

=
二
九

第

一
號

一
三
九



正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
関
々
係

第
三
十
二
巻

四
O 

第

君主

四
O 

り
も
優
れ
て
、
諜
見
性
を
有
す
る
こ
ど
を
接
見
し
得
る
で
あ
ら
う
。

い
ま
之
を
見
る
た
め
に
、
ぞ
れ
ん
¥
の
同
月

係
載
を
一

O
O
注
す
る
各
係
敷
の
指
数
を
作
成
し
て
左
に
表
示
す
る
。

-

東

京

市

一

大

阪

市

一

京

都

市

一
副
剥
「
「
E
州
当
コ
回
以
川
コ

E
和
ー
コ
一
正
刑
4
1
「
Ewm-
ゴ
E
米
一
」
正
一
刺
引
{
正
米
一
寸
E
米
一
コ
正
米
コ
正
米
一
-

一
ヶ
月
謹
一
ヶ
月
進
一
ヶ
月
後
一
ヶ
月
後
一
・
ヶ
月
進
一
ヶ
月
進
一
ヶ
月
後
一
ヶ
月
後
一
ヶ
月
進
一
一
ヶ
月
進
一
ヶ
月
後
一
ケ
用
後

一
主
せ
る
↑
ま
せ
る
一
ら
せ
る
一
ら
せ
る
』
ま
せ
る
一
室
せ
る
一
ら
せ
る
一
ら
せ
る
一
宮
せ
る
一
宮
せ
る
一
ら
せ
る
一
ら
せ
る

常
限
柑
日
者
一
一
一
一
三
一
一
一
宅
全
一
で
む
き
J

一
一
一
老
£
一
五
五
、
歪
一
一
、
一
九
九
三
一
支
、
一
六
一
三
一

l
三

こ
の
表
に
つ
き
例
へ
ば
上
よ
り
第
二
欄
主
米
主
一
ヶ
月
進
ま
せ
た
場
合
)
を
各
都
市
別
に
右
よ

h
左
に
見
る
時
仁
、
指

教
は
常
に
遁
唱
し
て
ぬ
ゐ
の
を
費
見
す
る
。
こ
の
こ
芯
は
却
も
ニ
ヶ
月
先
き
の
藤
見
性
に
お
い
て
、
先
限
相
場
に

最
大
の
可
能
性
あ
る
ニ
ご
を
示
す
る
の
で
あ
る
。
向
ま
た
京
都
市
に
お
け
る
場
合
を
除
い
て
は
、
一
ヶ
月
先
き
の

議
見
性
は
中
限
相
場
に
お
い
て
最
大
で
あ
る
こ
ど
を
認
め
る
。
要
す
る
に
期
米
相
場
の
諜
見
性
は
前
の
係
数
よ
り

見
て
、
そ
の
標
準
性
お
よ
び
指
導
性
は
ど
に
は
十
分
で
な
い
が
、
併
し
他
の
限
月
に
比
し
て
は
、
先
限
相
場
に
お

い
て
よ
り
強
い
環
見
性
を
有
す
る
こ
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

穴
、
結

誼

以
上
正
米
相
場
さ
期
米
相
場
の
相
開
々
係
に
つ
き
買
謹
し
え
た
所
を
要
約
す
れ
ば
、



↓

こ
れ
ら

の
相
關

々
係

に

は
、
各

都

市
を

通

じ

て
可

な

り

に
強

い

一
般
性

を

認

め
得
ら

れ

る
。

紀

穿
相

關
係

く

り

敷

は
殆

ん
ご
常

に
東

京
市

に

お

い
て
高

く

、
期
米

相
場

の
先

行

的
傾

向

は
京
都

市

に
お

い
て
稍

々
優

っ
て

み
る
等

の
鮎

が
、
そ

の
特
殊

性

こ
し

て
注
意

さ

る

べ
き

で
あ
ら
う

。

⇒

一
般

的
傾
向

こ
し

て
認

め
ら

る

、
正
米

ご

の
相
關

存
係

は
、
第

一
に
、
三

種

の
期

米
相

場
を

通

じ

て
、
可

く
な

り
に
高

い
程
度

に
之
を

認

め

る
こ

ざ
が
出
來

る
。
け

れ

ざ

も

こ

の
相

關

々
係

は

ま

控
書

限

月

の
間

に
お
の
ー
ー
ー

相
違

が

あ

り
、
三
都

市

を
通

じ

て
、
當

限

は
最
大

、
先

限

は
最

小

、
中

限

は
そ

の
間

に
あ

る
。

こ
れ

ら

の

こ
ざ

か

む

り

　

ら
期

米

相

場

の
標
準

性

は

一
般

に
之

を

認

め
得

ら

れ

る
が

、

こ
ε

に
當

限
相
場

に
お

い
て
著

し

く
之

を
認

め

る
こ

り

ぐ
ワ

　
ヨ

に

も

う

つ

ご
カ
"
冴

だ

.

∋

期

米

相
場

こ

ご

に
當
限

相

場

で
さ

へ
、

正
米
相
場

に
劃
す

る
先
行

的
傾
向

は
明

ら

か
に
認

め
ら

れ

る
。
中

(

　

　

　

限

お
よ

び

先
限

相
場

に

つ
い
て
は

言

ふ
ま

で
も

な

い
。
從

っ
て
期

米

相
場

の
指

導
性

は

、
そ

の
機
能

を
聚
挿

し
う

る
可

能

性

を
認

め
得

る
。

　

　

　

　

四

.米

償

に
謝
す

る
期
米

相
場

の
豫

見
性

は

、
そ

の
標

準
性

お
よ

び
指
導
性

ほ
こ

に
は

一
般

的

に
は
十
分

で
な

く

　

　

い
。

け

れ

こ
も
各

限

月

の
比
較

に

お

い
て
は
、

先
限

相
場

は

他

の
何

れ

の
限

月

よ
り

も
優

れ

て
み

る
。
要

す

る

に

公

定
相

場

の
償

格

的
作

用

に
關
す

る
限

り
、
米

穀

取
引

所

の
肚
會

的
機
能

は

、
今

日

の
肚

會

に
お

い
て
は

、
未

だ

完

全

ご
は
言

へ
な

い
ま

で
も

、
或

る
程
度

に
有
数

に
果

し

つ

・
も

の
ざ
認

め
ね

ば
な
ら

澱
。

こ

の
小
論

は
ま

こ
ご

に
不
十

分

で
は

あ

る
が

、

こ
れ
ら

の
鮎

に

つ
き
数

量

的

に
何

も

の

か
を

語
り
得

把
ご
信

ず

る
。
(完
)

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
闇
々
係

第
三
十
二
巻

一
四
一

.
第

一
號

一
四
一


